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γ
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日
一
に

新
年
名
刺
交
換
会
開
催

本
年
も
恒
例
の
新
作
名
刺
交
換
会
が
母
一
い
す
る
む
ね
を
の
べ
ら
れ
た
。

校
、
同
窓
会
共
催
に
よ
り
、
多
数
会
員
参
一
つ
つ
い
て
福
島
秀
策
学
長
が
登
壇
、
年

集
の
も
と
に
母
校
大
ホ
|
ル
に
お
い
て
元

一頭
所
感
の
あ
と
今
回
の
美
挙
、
す
な
わ
ち

日一
の
午
前
十
一
時
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

一
ア
メ
リ
カ
在
住
の
同
窓
会
員
早
野
米
蔵
氏

た

。

な

ら

び

に

母

校

に

は

直

接

的

な

関

係

に

な

北
村
勝
術
教
授
り
司
会
に
よ
り
、
ま
ず
い
静
岡
在
住
の
静
岡
新
聞
社
社
長
及
び
静

中
井
武
一
郎
新
会
長
の
新
年
の
挨
拶
な
ら
岡
放
送
社
長
大
石
光
之
助
氏
の
東
京
歯
科

び
に
就
任
に
際
し
て
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
大
学
当
局
に
対
す
る
寄
附
行
為
に
つ
い
て

後
の
母
校
、
同
窓
会
発
展
の
た
め
会
員
諸

一
報
告
が
あ
り
、
感
謝
の
言
葉
が
の
べ
ら
れ

氏
の
絶
大
な
る
御
協
力
と
御
鞭
聴
を
お
願

一
た
。
つ
づ
い
て
恒
例
の
北
村
宗
一
氏
の
鶏

一
鳴
眺
を
告
げ
る
「
東
天
紅
」
鳴
き
初
め
が

一
あ
り
、
問
問
本
美
彦
氏
の
音
頭
に
よ
り
全
員

め

一
乾
杯
、
新
年
祝
賀
会
が
開
始
さ
れ
た
。
宴

蹴

一
た
け
な
わ
に
し
て
三
崎
勤
郎
教
授
の
謡
曲

間

一
「
鶴
亀
」
の
謡
初
め
が
あ
り
和
気
扇
々
の

哲

一
う
ち
に
会
を
終
了
し
た
。

村

一

木“タ
以
寸
J

挨の任就長会白井中

東京歯科大学同窓会会報
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まじ学
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各りし
位まく
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3日"""守

示則き
御 の身
鞭定を
鑓め 以
を るて

憲処同
に窓

:致従 会
し い 会斗.略

;ま 微長 甲 J7

iす 力に

京理 jl二
ら挙
目を武
的頂
推き一
進責
に務郎
努 を
力 深
致 く
し 感
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の =

就

任

講

演

会

開

催

御

通

知

左
記
次
第
に
よ
り
同
窓
会
主
催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、

下
さ
い
。

万
障
お
繰
合
せ
の
上
御
参
会

記

日
時

昭
和
三
十
七
年
二
月
十
八
日
(
日
)
午
後
一
時
|
凶
時

場
所

母
校
講
堂

「
花
沢
鼎
先
生
の
遺
徳
を
偲
び
て
」

松

宮

誠

一

教

授

花
沢
揃
先
生
が
わ
が
国
に
お
け
る
歯
科
医
学
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
偉
大
な
功
績
は
ま
こ
と
に
不
朽
不
滅
で
あ
り
、

こ
こ
に
先
生
の
十
三
回
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
心
か
ら
そ
の
御
遺
徳
を
偲
び
た
い
。

幸
い
、
大
学
や
わ
が
病
理
学
教
室
に
は
、
東
京
歯
科
医
学
院
時
代
か
ら
の
貴
重
か
つ
珍
ら
し
い
記
録
写
真
が
多
く
保

在
さ
れ
て
あ
り
、
ま
た
、
御
友
人
や
お
弟
子
の
う
ち
に
も
、
思
い
出
深
い
写
真
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
お
持
ち
の
方

々
が
少
く
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
お
借
り
し
て
映
写
し
、
当
時
の
先
生
を
は
じ
め
、
周
囲
の
人
々
の
な

つ
か
し
い
而
影

に
も
改
め
て
接
す
る
機
会
を
得
た
い
と
思
う
。
(
演
者
抄
)

「
欧
米
視
察
談
」
H
特

に
欧

米
の
歯
科
大
学
及
び
病
院
に
つ

い
て
H

関

根

永

滋

教

授

昨
年
九
月
よ
り
三
ヶ
月
に
わ
た

っ
て
主
と
し
て
欧
米
の
歯
科
事
情
を
視
察
さ
れ
、
多
大
の
収
獲
を
隙
え
て
帰
国
さ
れ

た
関
根
教
授
に
、
同
教
授
の
尽
限
を
も
っ
て
眺
め
ら
れ
た
諸
外
国
歯
科
大
学
及
び
病
院
の
実
情
に
つ
い

て
御
講
演
を
願

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
」l
七
年
二
月
五
日

東

京

歯

科

大

学

同

窓

会

会

長

中

井

武

ア
t
J

山
h
F

ムー

殿

J'=! 

各

位

な
お
、
例
年
の
通
り
器
械
材
料
等
の
展
示
即
売
会
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
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長

中

井

武

明
治
」
|
六
年
群
馬
県
出
生

一

大

正

五

年

母

校

卒

業

一

昭
和
ト

-
K
T

母
校
教
授

一

そ
の
後
東
京
都
立
大
久
保
病
院
歯
科

一

医
長
、
ぃ
米
京
都
職
員
飯
田
柄
病
院
歯
科

一

民
民
、
い
収
京
都
交
辿
局
病
院
歯
科
院
長

附
科
阪
師
国
家
試
験
委
員
等
を
歴
任
。

東京歯科大学問窓会会報

現
在
東
京
都
社
会
保
険
支
払
基
金
専

任
審
査
委
員

現
住
所
東
京
都
日
山
市
区
柿
ノ
木
坂

一一

副
会
長

回片萩
丸山原

義
雄
(
再
任
)

清
一

(

H

)

将
士
(

H

)

" 
北理

村事

勝

衛
明
治
三
十
四
年

城
県
出
生

昭
和
二
年
母
校
卒

業
現
在
母
校
教
授
、
母

昭和37年 2月5日

校
副
院
長

現
住
所
東
京
都
世
田
谷
区
世
田
谷
一

ノ

一
六
五

量{7J
t山口

介
井

上

久

郎

男'
明
治
=
“
卜
五
年
兵

'

庫

県

出

生

園
大
正
十
五
年
母
校

副

卒

業

.

昭
和
五
年
社
会
福

祉
法
人
あ
そ
か
病
院
歯
科
医
長
に
就
任

刻
在
に
至
る
。
な
お
昭
和
二
十
一
年
現

住
所
に
歯
科
診
療
所
川
設
。
現
在
来
京

一

都
社
会
保
険
支
払
基
金
審
査
委
員
。

一刻
住
所
東
京
都
調
布
市
上
布
田
町
二
五

夫副
明
治
三
十
七
年

嗣

島

県

出

生

冒
昭
和
八
年
母
校
卒

占

業
卒
業
後
直
ち
に
現

住
所
に
開
業
、
そ
の
間
荒
川
区
歯
科
医

師
会
長
、
東
京
都
歯
科
医
師
会
社
会
保

険
常
任
委
員
等
を
歴
任
、
現
在
東
京
都

医
政
逆
盟
荒
川
支
部
長
。

現
住
所
東
京
都
荒
川
区
町
屋
三
ノ
一
三

九
O

清

き
ロ

静

作句'
lコ

郎
明
治
四
十
二
年

圃

城
県
出
生

M

昭
和
十
三
年
母
校

圃

卒
業

-

慶
応
義
塾
大
学
医

学
部
歯
科
教
室
員
、
中
島
飛
行
機
附
属

病
院
歯
科
医
員
、
世
田
谷
区
歯
科
医
師

会
理
事
、
同
社
会
保
険
協
力
委
員
会
委

員
長
、
東
歯
同
窓
会
評
議
員
等
を
歴
任

昭
和
二
十
年
現
住
所
に
開
業
。

後

藤

特方

現
住
所

東
京
都
世
田
谷
区
経
堂
町
一
ヒ

一

島
根
県

一

水園
大
正
三
年

園

山
生

繭
昭
和
十
一
年

聞

卒
業

一

.

母
校
保
存
学
教
室

一

講
師
、
社
会
保
険
協
会
都
南
病
院
歯
科

一

郎
長
等
を
暦
任
、
昭
和
三
十
一
年
現
住

↑

所
に
刷
業
、
現
夜
首
飾
区
歯
科
医
師
会

監
事
、
東
歯
同
窓
会
葛
飾
文
部
長
。

現
住
所
東
京
都
葛
飾
区
下
小
松
町
七
四

ーノ 景

山

博

母
校

:福

明
昭
和
三
年

白

出

生

十
昭
和
二
十
六
年

』

校

卒

業

島

卒

業

後

母
校
微
生

物
学
教
室
入
室
、
同
教
室
助
手
、
昭
和

三
十
年
現
住
所
に
開
業
。

現
住
所
東
京
都
調
布
市
国
領
町
二
二
三

小

谷

虎

次

郎

塙

真

一

安

嶋

宣

忠

天

野

博

徳

佐

藤

徹

一

郎

見

明

清

重

浦

靖

治

国

辺

新
潟
県

茨
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任
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監

事春

原

定

栄
大 明

大 業 正県:治
正 七配三
八年生L十
年 F 年
現 母
住校h
所 卒.

長
野

に
開
業
、
そ
の
間
東
京
府
歯
科
院
師
会

理
事
及
び
代
議
員
、
千
代
田
区
歯
科
医

師
会
長
、
東
歯
同
窓
会
千
代
田
区
支
部

長
、
日
本
歯
科
灰
師
会
裁
定
委
員
長
、

東
京
都
歯
科
医
師
会
阪
療
審
議
委
員

長
、
東
歯
向
窓
会
評
議
員
等
を
校
在
、

現
在
母
校
評
議
員
、
H
本
歯
科
医
師
会

裁
定
委
員
、
東
京
都
歯
科
医
師
会
代
議

員。

現
住
所
東
京
都
千
代
凹
区
神
田
神
保
町

三
ノ
九高

オヒ

義

雄

(
一
再
任
)

退

任

御

按

拶

退

イE

役

H 

同

今
般
私
共
は
任
期
を
満
了
し
退
任
致
す
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
υ

す
北
任
中
賜
わ

り
ま
し
た
全
国
会
員
各
位
よ
り
の
御
支
援
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
御
礼
山
中
し
上
げ

ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
卜

4

-

川

十

川

会

μ各
位
殿

東
京
歯
科
大
学
学
会
例
会
御
案
内

母

同
窓
会
主
催
講
演
会
の
前
日

二
月
十
ヒ
日
(
土
)
に
東
京
前
科
大
切
学
会
例
会

を
左
の
次
第
に
よ
り
開
催
致
し
ま
す
。
同
窓
各
位
の
御
来
会
を
お
待
ち
致
し
て
お

り
ま
す
。

日
時

場
所

昭
和
三
十
七
年
二
月
十
七
日
(
土
)

東
京
歯
科
大
学
講
堂

次

第

O
午
後
一
時
l
|
午
後
四
時
三
十
分

一
般
演
説

。
午
後
四
時
三
十
分
l

1
午
後
五
時

就
任
演
説

「
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
吸
収
に
つ
い
て
」

生
化
学
教
室

鈴
木
竜
太
助
教
授

O
午
後
時
五
時
||』
午
後
六
時

帰
国
講
演

「
第
二
回
欧
州
ビ
タ
ミ
ン
恥
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席
を
中
心
と
し
て
」

衛
生
学
教
室
上
田

喜
一
教
授

O
午
後
六
時
|
l
午
後
六
時
三
十
分

映
画

寸
今
日
の
輸
液
」戸
第
二
部
〕
(
イ
ー

ス
ト
マ
ン
カ
ラ
1
十
六
ミ
リ
全
三
巻
)

司

会

長

尾

喜

景

教

授

東
京
歯
科
大
学
学
会
会
長

福

島

秀

策

同
窓
会
会
員
各
位
殿

〉
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現
在
全
国
各
地
に
お

い
て
は
日
本
歯
科

医
師
会
厚
生
省
主
催
に
よ
り
地
区
別
に
社

会
保
険
指
導
者
講
習
会
が
開
か
れ
て
い
る

が
東
京
に
お
い
て
も
催
さ
れ
、
母
校
も
そ

の
会
場
に
指
定
を
受
け
一
月
十
九
日
(金
)

に
そ
の
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。
青
森
、
山

形
、
群
馬
、
新
潟
、
長
野
の
諸
県
か
ら
の

講
習
生
二
十
名
が
こ
れ
に
参
加
し
、
木
村

教
授
他
多
数
に
よ
っ
て
歯
槽
膿
漏
の
各
種

手
術
に
関
す
る
実
技
指
導
を
受
け
た
。

の

美

挙

在

米

同

窓

早

野

栄

蔵

氏

新 く〉定そわ く〉霊基 Oわ大系れお行 。四生医 o 
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一 病 ・化 す官選 補 突 、 初 、しこ館十 へ た 学 十 た 家
一 一 院 一学 る誠挙 者 験本 に歯て t協一 加 。受一今 試

11 一 二副ー) こ ーは 決 用学 加科いが会月 盟 験月四 験
院 ・ と 教 今 定 動最 盟のる承総十 者十の 実
長 が授秋 物初 し単医認会一 二日歯 施

一一 決を行 慰の た科科さに日 十厚科

辞
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秀

策

島

た
ま
た
ま
昨
年
十
一

月
同
窓
会
総
会
当

里

日
卒
業
五
十
周
年
の
記
念
ク
ラ
ス
会
を
催
F

し
た
席
上
集
ま
っ
た
第
一

回
卒
業
生
各
位

唱

の
寄
せ
書
を
同
氏
に
郵
送
し
た
こ
と
か
ら

干

平
素
の
御
考
え
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
聞

に
な
っ
た
も
の
と
拝
察
す
る
次
第
で
あ

曹

る
。
同
窓
の
母
校
愛
建
に
感
激
且
つ
感
謝

『

に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

四

こ
の
朗
報
を
携
え
て
関
山
丑
次
郎
、
杉

-

山
磐
三
、
村
山
寛
弥
三
氏

(何
れ
も
同
期

一

卒
業
生
)
が
本
学
を
訪
問
さ
れ
た
の
で
直

一

ち
に
三
氏
を
案
内
し
て
千
葉
県
八
桂
霊
園

一

に
在
る
血
脇
花
沢
両
先
生
の
墓
前
に
、
奥

一

村
先
生
に
は
そ
の
途
次
市
川
進
学
課
程
に

立
寄
り
校
庭
に
あ
る
奥
村
先
生
胸
像
の
前

に
夫
々
報
告
し
て
共
々
早
野
氏
の
美
挙
に

対
し
更
め
て
感
謝
し
た
次
第
で
あ
る
。



巨|
関

東 根 根

杉i雪香
山 大 処 著

笠置
不設

日
本
医
学
図
書
館
協
会

へ
加
盟
し
た

東
京
歯
科
大
学
図
書
館

松
宮
教
授
を
日
本
学
術
会
議
会
員
選
挙
に

血、，，
，

』

4r
‘、

本
学
よ
り
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る

第84号

新
館
の
玄
関
受
付
を
経
て
、
す
が
す
が

し
く
清
掃
さ
れ
た
二
階
へ
の
廊
下
、
階
段

を
口
升
る
。
新
館
二
階
東
側
の
基
礎
学
諸
教

校
宗
を
左
手
に
し
な
が
ら
右
折
す
る
と
、

ほ
と
た
く
廊
下
両
側
の
小
山
大
当
り
に
昭
和
三

十
二
年
同
月
に
旧
館
よ
り
移
転
し
て
き
た

本
学
図
書
館
の
入
口
ガ
ラ
ス
扉
が
静
寂
の

う
ち
に
重
々
し
く
な
が
め
£
れ
る
。

こ
の

奥
に
書
庫
、
開
院
室
、
花
沢
文
庫
、
複
写

室
、
消
毒
室
、
事
務
室
等
を
擁
し
た
延
面

積
二
百
十
六
余
平
方
米
に
わ
た
る
図
書
館

諸
施
設
が
存
在
す
る
。
扉
を
抑
し
て
館
内

に
進
む
と
照
明
、
暖
-
均
等
が
近
代
感
党
に

マ
ッ
チ
し
て
整
備
さ
れ
た
図
書
閲
覧
室
が

限
前
に
ひ
ら
け
、
お
の
ず
か
ら
落
着
い
て

勉
学
思
案
に
い
そ
し
め
る
m
分
間
気
を
限
し

だ
し
て
い
る
。
西
側
の
四
位
に
は
本
学
の
歴

代
校
長
官
向
山
紀
斉
、
血
脇
守
之
助
先
生
を

は
じ
め
、
奥
村
、
花
沢
、
遠
藤
先
生
の
歴

代
図
書
館
長
胸
像
写
真
が
か
か
げ
ら
れ
、

明
治
三
十
九
年
に
校
舎
改
築
を
契
期
と
し

て
開
設
さ
れ
た
本
館
の
作
史
が
し
の
ば
れ

る
と
共
に
、
我
々
後
輩
を
暗
黙
の
う
ち
に

叱
W
激
励
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
如
き
感
銘

に
打
た
れ
る
。

左
手
奥
に
は
主
と
し
て
教
員
の
勉
学
の

た
め
に
供
さ
れ
る
花
沢
文
庫
及
び
そ
の
問

覧
室
が
約
二
十

一
平
方
米
の
広
さ
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
貨
市
一↓
図
書
、
品開
科
碍
門
洋

甘
い
等
が
特
別
企
円
架
に
収
め
ら
れ
て
い
る。

こ
の
花
沢
文
庫
の
東
側
に
事
務
室
が
設
け

ら
れ
、
館
長
関
根
永
滋
教
佼
桁
仰
の
下
、

山
崎
潤
之
介
ギ
任
司
合
の
他
、
小
林
司
書

高
橋
、
服
部
係
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館

業
務
に
当
り
、
教
職
員
、
学
生
、
専
改
生

の
方
々
の
サ
ー
ビ
ス
に
日
夜
尽
力
さ
れ
て

一

お
ら
れ
る
。

一

本
図
計
館
の
最
大
の
在
庫
(第

一
書
庫
)
一

は
、
入
口
右
手
奥
に
あ

っ
て
、
換
気
装
置

一

消
毒
室
等
の
近
代
設
備
が
充
分
ほ
ど
こ
さ

-

れ
、
ス
チ
ー
ル
製
計
架
に
は
内
外
専
門
書

一

が
約
二
万
冊
控
然
と
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一

こ
こ
が
過
去
及
び
現
代
の
歯
科
医
学
の
知

一

識
の

Y
庫
で
あ
っ
て
、
諸
先
輩
の
苦
心
の
一

業
績
が
大
切
に
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
研

一

究
者
の
勉
学
に
絶
大
な
貢
献
を
果
し
て
い

一

る
。
本
館
の
蔵
存
数
は
和
書
約
二
万
冊
、

一

洋
古
約
一
万
冊
、
計
約
三
万
冊
で
あ
り
、

一

歯
科
及
び
医
科
系
の
学
術
雑
誌
は
収
蔵
及

F

こ
の
た
び
開
校
教
授
の
名
著
「
歯
髄
の

処
置
」
の
続
篇
と
も
云
う
べ
き

「
根
符
の

処
罰
」
の
上
を
が
日
本
的
科
評
論
社
よ
り

発
行
さ
れ
た
。

著
者
は
、
本
主
に
お
い
て
、
根
管
処
置

の
基
礎
的
知
識
と
し
て
の
松
管
の
解
刑
を

ま
ず
と
り
あ
け
、
つ
い
で
髄
宝
並
び
に
問
状

管
川
引
象
牙
切
に

つ
い
て
詳
し
く
必
明
し
、

さ
ら
に
的
牙
支
持
組
織
す
な
わ
ち
白
宅

質
、
此
凶
根
脱
、
品
川
槽
骨
に
つ
い
て
、
そ
の

組
織
像
を
克
明
に
抗
写
し
て
い
る
。
つ
ま

に
疾
病
を
起
し
た
前
牙
文
付
組
織
の
各
種

像
に
つ
い
て
述
べ

、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
根

符
処
罰
の
対
称
と
な
る
べ
き
各
部
門
に
つ

い
て
、
阪
め
て
正
依
な
知
識
を
綬
け
よ
う

と
計
画
し
て
い
る
。

治
療
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
基
本
的
概
念

を
述
、
へ

、
つ
い
で
諸
防
出
法
、
器
械
、
材

料
の
消
毒
法
に
一
言
及
し
て
い
る
。
本
ム
ド
刊
に

記
載
さ
れ
て
い
る
根
管
処
世
の
基
本
的
知

識
な
く
し
て
は
、
実
際
の
治
療
は
、
と
う

て
い

こ
れ
を
合
理
的
に
遂
行
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
上
巻

こ
そ
は
、
ま
ず
こ
れ
を
座
右
に
備
え
熟
読

も

っ
て
身
に
つ
け
る
べ
き
貴
重
な
資
料
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
日
頃
か
ら
関
根
教
授
の
学
問
に

対
す
る
情
熱
と
真
撃
な
研
究
態
度
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
好
著
を
敢
え

て
同
窓
諸
賢
に
排
す
次
第
で
あ
る
。

東
京
歯
科
大
学
教
授
関
根
永
滋
著

根
管
の
処
置
上
巻
定
価

一二

O
O

東
京
都
中
央
民
銀
座
回
一ニ
ノ
'
二
一
森
田
ピ
ル

日
本
歯
科
評
論
社

振
替
東
京
一
九
州
九
七
四
番

ず
他
の
候
補
に
協
力
し
て
来
た
が
、
今
川

は
学
内
よ
り
強
い
要
望
が
起
り
過
般
の
教

俊

一
授
会
に
お
い
て
も
全
員
一
致
し
て
当
選
に

教

↑
努
力
す
る
こ
と
を
申
合
せ
、
か
っ
、
満
場

宮
一
一
致
を
以
て
、
同
教
段
を
会
員
候
補
者
に

松
一
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
も
の
で
あ

る。
す
で
に
学
内
に
お
い
て
は
学
長
よ
り
米

今
秋
行
わ
れ
る

mJハ
州
日
本
学
術
会
設
一
沢
教
授
が
対
策
委
員
長
に
、
近
藤
教
佼
が

会
日
以
選
学
に
本
学
は
、
一
松
宮
誠
一
数
日
以
を

一
幹
事
長
に
委
射
さ
れ
、
具
体
的
な
態
勢
の

候
補
者
と
し
て
推
は
す
v
Q

こ
と
に
決
定
し

一
整
備
に
奮
励
中
で
あ
る
。

た。

一

な
お
、
選
挙
有
線
有
各
位
に
学
術
会
議

日
本
学
術
会
議
に
は
す
で
に
本
ア
よ
リ

一
選
挙
管
理
会
か
ら
通
牒
を
受
け
ら
れ
た
方

第

一
期
(
附
和
二
l
三
年
)
に
欣
化
沢
校

一
は
至
急
学
内
米
沢
教
綬
宛
御
連
絡
願
い
ま

授
第
二
期

(昭
和
二
十
五
年
)
に
放
奥
村
一
す
。

学
長
が
当
選
さ
れ
て
以
来
候
補
半
引
を
立
て

一

東京歯科大学問窓会会報

大
石
光
之
助
氏
よ
り
大
学
院
建
設
資
金

寄
贈
さ
る

キ多

不

山

識
、
歯
科
医
学
の
重
要
性
を
強
く
叫
ば
れ

そ
の
具
体
的
あ
ら
わ
れ
と
し
て
去
る
昭
和

二
十
二
年
に
は
本
大
学
創
設
建
設
資
金
と

し
て
多
額
の
御
寄
付
を
贈
ら
れ
て
お
ら
れ

る
。
今
回
、
本
学
の
大
学
院
設
置
に
伴
う

歯
科
医
学
の
進
展
の
一
助
に
と
そ
の
建
設

資
金
と
し
て
金
壱
百
万
円
を
去
る
十
二
月

三
十
日
付
で
私
を
通
じ
本
学
に
寄
贈
さ
れ

た。

こ
こ

に
同
氏
の
本
学
並
び
に
歯
科
医

学
に
対
す
る
熱
情
あ
ふ
れ
る
御
後
援
を
同

窓
各
位
に
報
告
、
併
せ
て
心
か
ら
な
る
感

謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

静
岡
新
聞
及
ひ
静
川
政
送
り
社
長
で
あ

ら
れ
る
大
石
光
之
助
氏
は
、
昭
和
イ
二
年

頃
よ
り
本
学
同
窓
山
田
川
策
氏
(
明
治
問

十
四
年
東
京
歯
科
医
学
一
守
門
学
校
学
業
)

の
紹
介
に
よ
っ
て
初
め
て
本
学
病
院
を
訪

れ
歯
科
治
療
を
受
げ
ら
れ
て
以
米
、
引
続

い
て
同
氏
は
も
と
よ
り
、
そ
の
御
家
版
、

社

μ
の
方
々

の
幽
科
治
療
受
診
を
俳
奨
、

私
を
は
じ
め
各
科
教
綬
の
永
年
に
わ
た
る

治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
る。

川
氏
は
そ
の

聞
に
お
い
て
尚
牙
が
健
成
の
維
持
、
生
命

の
確
保
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
深
く
認

昭和37年2月5日

〉
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何校で第 1号歯学士が出たのがHfH口28年{，;， ;;n 1号
歯学博士のIUるのが今イト 3月末円の予定である。さて
その英文記名をどうするか，海外山恨の際の名刺j印刷
で日労されることだろうし，事実各人各様(?)に苦か
れていて困った問題である。
本学問干"， 7 年前後の卒業証言は和的:両文で~II} かれ，

歯科医学士(従って歯学士も)はローマ字に添えて
Doctor of Denta¥ Science (D. D. Sc. )の称号・が記載さ
れている。然らば今度山るt哲学博士を何と許くかであ
るが，これに対し，大学院4個年のコースを経て論文
を提出し，最終試験に合格している訳であるから米国
式に Doctorof Philosophy (Ph. D. )の学位がこれに
当ると言う人と，国際歯科協会の要望により，財団法
人，大学基準協会に対し最近本学より提案された前
記 D.D.8c.の称号がよいとなすものの両説がある(大
基総第4号の 2，昭和36・7，26付)。わたしはPh.D.
の学位説に賛意を表するものであって D.D.Sc.の称
号は，その別称の υoctorof Denta¥ Surgery (D.D.S.) 
とともに，歯学土 (または歯科医学士)専用にしたい。

日本には歯学に修士課程はないが，米国にはそれに
相当するものがあって Masterof Science in Denti-
stry (M. S. D. )の称号を用いる。 前記 Ph.D.の学位
の上には，故奥村鶴吉先生が Northwestern大学より
贈られた Doctorof Science(Sc. D. )や，故J血!協守之
助先生が Loyora大学から贈られた Doctorof laws 
(L. L. D. )の名誉学位のあることを忘れてはならね。
同様に医学士は Doctorof Medicine (M.D.)の称

号を用し¥かつ医学博上の学位は前記 Ph.D.が正し
いことになる。ただし Fulbrightの基金で渡米の際，
米lJil大使館辺りでは，伝来!Z.~?博士を Doctor of Me-
dical Science(D. M. Sc.)と訳しておられるようだが，
前記歯学の場合と同様， M.D.と D.M.Sc の混用が
当然起る訳で，D.M.Sc. はiIDi沢でないように忠われ
る。ただし英，仏， ~!虫の字:位，称号・は他日に譲る n

以上でおわかりかと思うが，各国で教育制度も学位
規準も違うことだから，面倒なら，ローマ字で， Shi-
gakushi (Shikwaigakushi)， まfこは Shigakuhakushi 

(lgakuhakushil と古いた方がよいし，事実，戦前本

学発行の歯科学報の当時の主筆，花沢鼎先生は Iga-
kuhakushiをイ史・っておられた。

(5 ) 

歯学士と歯学博士と
その欧文記名泣一一

昭和37年 2月5日

び
購
入
継
続
中
の
も
の
を
合
計
す
る
と
、

洋
書
二
百
五
十
九
種
、
和
書
四
百
五
十
九

種
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
多
数
の
書
籍

雑
誌
の
収
蔵
そ
の
他
全
般
的
設
備
機
構
等

々
の
完
備
が
今
回
の
協
会
加
即
承
認
へ
の

大
な
る
役
割
を
果
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
希
わ
く
ば
、
医
学
図
書
館
協
会
加
盟

を
契
機
と
し
て
、
関
係
図
古
館
相
互
間
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
み
な
ら
ず
歯
科
医
学

発
展
の
た
め
に
大
い
に
活
用
さ
れ
ん
こ
と

を
:
:
:
。
同
窓
諸
氏
に
も
是
非
一
度
御
来

学
の
折
、
御
立
寄
り
下
さ
れ
ん
こ
と
を
切

望
す
る
。

現
在
の
加
別
館
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

北
大
、
札
脱
、
弘
前
、
持
手
、
東
北
、

福
島
、
群
馬
、
千
葉
、
日
大
、
日
医
、
京

大
、
順
天
、
医
歯
、
東
歯
、
慶
応
、
東
医

東
女
、
慈市心
、
昭
和
、
東
邦
、
横
浜
、
名

市
、
新
潟
、
信
州
、
金
沢
、
名
大
、
岐
阜

三
重
、
奈
良
、
京
大
、
京
府
、
関
西
、
阪

医
、
阪
大
、
阪
市
、
阪
歯
、
和
歌
、
神
戸

徳
島
、
岡
山、

広
島
、
鳥
取
、
山
口
、
久

留
、
九
大
、
長
崎
、
熊
本
、
鹿
児

μ
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学

位

受

領

禾
君

下

圃

昭
和
二
十
九
年
母

E
FL
・

校
卒
業
後
、
直
ち
に

ぷ
ふ
ヲ
ハ

曾

補
級
学
教
室
に
入
室

Y

J
A
・

溝
上
、
北
村
、
両
教

目

授
の
指
導
を
う
く
o

m
一
ー
い
で
昭
和
三
十
一

年
生
理
学
教
室
に
入

室
、
伊
藤
教
授
指
導
に
よ
る
主
論
文
は
三

十
四
年
六
月
十
一
日
、
西
丸
和
義
教
授
主

査
に
よ
り
広
島
大
学
医
学
部
教
授
会
を
通

過
、
同
七
月
二
十
一

付
で
学
位
記
を
受

く。

(千
葉
県
出
身
、
東
京
都
北
区
開
業
)

(生
理
学
教
室
)

主
論
文
腎
臓
の
自
律
神
経
支
配
|
腎
臓

神
経
中
包

5
5円回目
口
ご
Z
円
と
口r
o
z・

5
a
F口
『
志
向
円
の
混
在
に
つ
い
て

(歯

科
学
報
第
五
十
八
巻
十
一
号

・
第
五
十

九
巻
一
号
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
、

昭
和
三
十
四
年
一
月
)

中ま

誠t

田た

者

紹

介

関Z

ゐ
き昭

君
・

大
王
四
年
一
月
十

回
九
日
四
谷
に
生
る
o

u

昭
和
七
年
第

一
東
京

岡
市
立
中
学
卒
後
東
歯

‘
に
進
み
昭
和
十
一
年

卒
業
。
昭
和
十
三
年
本
学
助
手
翌
年
四
谷

駅
前
に
て
開
業
し
、
同
年
三
月
東
京
阪
科

歯
科
医
科
三
年
に
編
入
、
十
九
年
軍
医
補

充
要
員
と
し
て
北
支
に
派
遣
さ
れ
終
戦
後

二
十
一
年
米
海
軍
級
須
加
病
院
に
勤
務
、

二
十
二
年
再
開
業
の
傍
ら
藤
森
工
業
K
K

に
て

〉一
回
一ロ

印
象
材
を
完
成
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
来
歯
生
理
学
教
室
に
入

室
に
し
、
川V
勝
教
授
指
導
の
下
に
論
文
を

完
成
。
問
和
三
十
四
年
十
二
月
弘
前
医
科

大
学
に
て
佐
藤
教
授
主
査
に
よ
り
教
授
会

を
通
過
。
翌
二
月
ニ
イ
五
日
学
位
記
を
受

泰手

一く。

(現
住
所
杉
並
区
阿
佐
ケ
谷
ニ
の

一
五
七
三
)

(

生
理
学
教
室
)

主
論
文
歯
間
離
開
刺
激
に
よ
る
人
耳
下

腺
反
射
唾
液
分
泌
に
就
い
て
(
大
日
本

歯
科
灰
学
雑
誌
二
巻
三
号
、
田
和
三
十

四
年
三
月
)

鈴1

夫
君

昭
和
十
六
年
中
央

商
業
よ
り
母
校
に
進

働

み
、
同
二
十

一
年
母

、
校
卒
業
後
、
北
支
蒙

t
'E
こ

云

災
、

月口
i

司

-E
』

市
平

注

守

口

μ

1f

二
十
三
年
よ
り
渋
谷
区
中
央
区
等
に
開
業

し
、
昭
和
三
十
二
年
よ
り
現
在
地
に
開
業

昭
和
三
十
年
よ
り
母
校
生
理
学
教
室
、
伊

藤
秀
三
郎
教
授
に
師
事
、
生
理
学
専
攻
、

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
弘
前
医
科
大
学
佐

藤
照
教
授
主
査
の
下
に
教
授
会
通
過
し
、

昭
和
三
十
年
三
月
二
十
五
日
学
位
記
受

ノ
又
、
。(現

住
所 木き

貞主太
出
区
久
ケ
原
町
五
五
二
)

(生
理
学
教
室

J

主
論
文
歯
牙
の
静
一
定
気
に
つ
い
て
(
大

日
本
歯
科
医
学
雑
誌
第
二
巻
第
三
号
、

昭
和
三
十
四
年
三
月
)

松号

ひ
ろ澗

君
聞

明
治
学
院
中
学
を

園
経
て
昭
和
十
六
年
春

T

母
校
卒
業
。
補
綴
学

園
教
室
在
籍
一
年
で
入

・
営
波
満
さ
れ
た
。

同

二
十
一
年
秋
復
員
し
現
住
所
た
る
都
内
、

品
川
区
西
中
延
五
ノ
コ
二

O
に
開
業
さ

れ
、
同
二
十
七
年
以
降
私
の
主
宰
す
る
千

代
田
区
丸
ノ
内
二
ノ
三
、
東
京
ピ

ル
内
三

菱
電
機
本
社
診
療
所
に
勤
務
の
傍
ら
、
同

三
十
年
秋
か
ら
日
大
医
、
生
化
学
教
室
に

て
研
究
に
従
事
さ
れ
た
。
予
て
提
出
中
の

論
文
は
同
=
一
十
三
年
円
相
の
同
大
学
教
授
会

に
て
伊
藤
良
二
教
授
主
査
の

下
、
満

場

一
致
通
過
し
、
越
て
同
三
十
四
年
一
月
二

十
日
付
医
学
博
士
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ

た
。
新
博
士
の
家
庭
に
は
汚
子
夫
人
と
の

聞
に
一
男
二
女
あ
り
、
趣
味
は
音
楽
に
ゴ

ル
フ
。
慶
祝
。

戸立
原
健
彦
記
)

主
論
文
中
枢
性
麻
抑
剤
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン

遊
離
能
と
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
及
分
解
酵

素
作
用
と
の
関
係

(日
大
医
誌

・
十
八

巻
一
号
、
昭
和
三
イ
問
年
一
月
)

本t

宣f

(各;

:地7
同ミ

}窓 ミ
.d恥 J

Z玄=

Jの-
fう 3

3き J

豊
橋
豊
徳
会

正
月
第
二
週
未
の
一
月
十
三
日
、
豊
橋

曲
豆
徳
会
は
、
に
ぎ
や
か
な
新
年
宴
会
を
催

す
こ
と
が
山
来
た
の
で
、
当
日
の
模
様
を

綴
っ
て
本
部
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

当
地
の
花
柳
界
と
し
て
は
伝
統
を
も
っ

板
新
道
の
「
喜
久
家
」
に
お
い
て
、
午
後

五
時
か
ら
開
催
し
た
。

加
藤
一
郎
、
伊
藤
寿
久
両
氏
の
会
場
設

営
並
に
司
会
に
よ
り
、
会
は
運
ば
れ
た
。

豊
田
寅
二
氏
が
山
郎
会
長
を
代
表
し
、
昭

和
三
十
七
年
の
虎
年
新
春
の
祝
詞
と
、
会

員
諸
君
の
健
康
と
繁
栄
を
祈
る
旨
の
年
頭

挨
務
が
あ
り
、
藤
城
易
都
、
伊
藤
哲
両
氏

か
ら
豊
橋
地
区
の
代
表
者
の
選
出
、
四
月



(6) 第84号

一
日
か
ら
の
新
し
い
豊
橋
市
歯
科
医
師
会

長
候
補
に
つ
い
て
、
夫
々
協
議
さ
れ
た
い

と
の
発
議
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
西

村
被
祐
氏
、
後
者
は
城
所
定
雄
氏
を
お
願

る
こ
と
に
な
り
、
会
員
一
同
拍
手
を
も
っ

て
、
賛
意
を
表
わ
す
。
西
村
代
表
よ
り
城

所
氏
に
「
諸
々
の
事
情
の
裡
に
市
会
長
に

な
ら
れ
た
際
は
、
滅
私
奉
公
の
党
悟
で
精

進
さ
れ
た
い
」
と
激
励
が
あ
っ
て
、
宴
会

に
う
つ
る
。

「
議
事
に
思
い
が
け
な
い
時
間
を
と
り
祝

膳
を
前
に
、
お
預
け
を
喰
っ
た
型
で
収
お

腹
も
グ
ウ
グ
ウ
鳴
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
芸
者
さ
ん
も
参
り
ま
し
た
。
さ
あ
楽

し
く
宴
会
を
始
め
ま
し
ょ
う
」
ユ

ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
が
林
司
会
者
の
挨
拶
に
一
同

祝
盃
を
あ
げ
る
。

宴
に
入
れ
ば
各
地
の
そ
れ
と
同
じ
く
、

キ
レ
イ
ド
ロ

コ
の
お
酌
に
よ
っ
て
、
座
の

に
ぎ
や
か
な
こ
と
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ

て
し
ま
う
。
笑
談
。
快
談
。

伊
藤
寿
久
氏
か
ら
こ
の
辺
で
一
応
こ
の

会
は
閉
じ
ま
す
が
、
本
会
で
昨
年
伊
豆
大

島
へ
旅
行
し
た
と
き
の
十
六
ミ
リ
を
、
藤

城
武
氏
が
持
参
し
ま
し
た
か
ら
、
自
由
に

観
賞
し
て
下
さ
い
と
の
閉
会
の
挨
拶
で
幕

と
な
り
、
三
々
五
々
夫
々
の
目
的
地
に
つ

か
れ
た
の
は
、
午
後
九
時
を
少
々
す
ぎ
て

い
た
頃
だ
っ
た
。

在
豊
二
十
四
名
の
会
員
中
、
当
日
の
出

席
者
は
次
の
諸
氏
二
十
一
名
で
、
近
年
に

な
い
盛
会
で
あ
っ
た
。

出
席
者
名
簿
順
不
同

西
村
被
祐
、
西
村
秀
祐
、
豊
田
真
一

、

藤
城
易
都
、
山
本
弥
市
、
山
本
保
吉
、
藤

城
武
、
山
本
宗
、
伊
藤
哲
、
伊
藤
寿
久
、

加
藤
一
郎
、
丸
山
義
、
城
所
定
雄
、
太
田

俊
雄
、
加
藤
正
敏
、
白
井
智
、
大
須
賀
彦
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一
、
辻
村
博
夫
、
羽
田
義
彦
、
神
山
英
夫

一

高
松
重
三
、
袋
博
、
大
谷
壁
一

、
森
下

一
回
治
、
松
坂
俊
雄
、
守
谷
種
尾
、
太
田
虎

-
催
こ
と
に
な
り
、
地
元
幹
事
と
な
ら
れ
た

彦
坂
武
。

一寿
夫
、
今
野
一
磨
、
矢
内
徳
太
郎
、
磯
淳

一
太
郎
、
川
越
文
男
、
富
沢
憲
男
、
宮
下
真

一五
味
君
が
実
に
熱
心
で
、
す
で
に
大
体
の

1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
ー

一

治
、
服
部
久
夫
、
森
下
泰
夫
、
宮
下
一
郎

一
治
、
片
野
光
一
郎
、
神
藤
義
街
、
武
川
英
一
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
突
を
作
ら
れ
た
の
で
、
希

群
馬
県
支
部

一

一

一

一
田
部
井
康
修
、
大
山
栄
一

、
同
部
井
三
雄

一
男
、
関
根
友
次
、
武
安
E
嘉
。
以
上

一
望
条
件
を
打
合
の
関
係
上
新
年
会
を
兼
ね

群
馬
県
支
部
に
於
て
は
、
本
県
出
身
中

一

一

↑

目

一
神
戸
満
信
、
笠
原
武
男
、
山
川
卯
平
、
井

↑

一

て

開

催

し

た

。

遠

く

秋

田

よ

り

五

味

君

態

『

井
武
一
郎
先
生
の
同
窓
会
長
就
任
を
祝
し
↑

一

一

一

一

ー

ー

I
l
l
i
-
-
-
-
-
I
ll
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-

一
々
上
京
し
て
詳
細
な
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
案

-

て
、
年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
た
十
二
月
十
七

一

一

F

一

・

一の
説
明
を
な
す
、
在
京
会
員
で
出
席
し
た

皿

臼
、
湯
櫓
曽
温
泉
本
家
旅
館
に
於
て
そ
の
就

一

・
・
f

-

-

-

e

-
-M

一

司

一

勺

一
大
部
分
の
者
は
夫
婦
同
伴
に
て
参
加
す
る

一

任
祝
を
催
し
た
。

一

…

ク

ラ

ス

会

便

り

山

一
こ
と
に
決
定
し
た
。
全
国
の
諸
兄
何
卒
奥
一

年
の
暮
の
忙
し
い
時
で
は
あ
っ
た
が
、

一

J

~

一

一一

一

・・

・・
'
-
・・
0

・
・
・・

・

f

・・
・

・
，

一
様
向
付
に
て
賑
々
し
く
御
参
加
下
さ
ら
ん

-

学
生
時
代
文
字
通
り
公
私
共
に
お
世
話
に

一

一

-

一

↑

一

事
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

老
え
て
益
々
壮
白

た
っ
た
先
生
だ
け
に
二
十
八
名
の
同
窓
会
一

一河
原
に
て
温
泉
旅
館
を
経
営
す
る
同
級
生
一

目

一

壬

成

会

一

一

ん
な
る
御
元
気
の
姿
を
見
せ
て
下
さ
い
。

古

員
が
集
り
、
み
ぞ
れ
混
り
の
雨
に
か
え

っ
一

一
吉
川
初
太
郎
君
の
一
二
好
荘
に
到
着
、
木
の一

一ト

一

一

，

一
今
度
遠
路
御
上
京
参
加
さ
れ
し
五
味
君

守

て
腰
を
落
ち
つ
け
夜
の
ふ
け
る
の
も
忘
れ
一

壬
成
会
全
国
大
会
は
卒
業
満
三
十
五
週

一
香
も
新
た
な
る
新
築
落
成
の
大
広
間
に
吾
一

-

一

一

一

こ

謝

意

を

表

し

ま

す

。

何
卒
よ
ろ
し
く
御
F

て
先
生
を
囲
ん
で
楽
し
い
一
夜
を
過
し
一
年
を
記
念
し
て
去
る
六
月
北
陸
に
於
て
閲
一
々
を
心
か
ら
迎
え
て
く
れ
た
。
吉
川
君
一

一

-

一

一

一
配
慮
を
願
い
ま
す

o

E

た

。

一

催

し

た

こ
と
は
御
承
知
の
事
、
会
報
紙
上
一
家
の
心
か
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
に
て
一
同
大

一

回

一

一

一

当
日
の
出
席
者
五
味
壮
、

谷
本
勝
、
司

先
生
も
郷
里
の
同
窓
会
員
に
図
れ
喜
び
一
に
於
て
も
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
。
同
窓

一満
足
昔
語
り
や
近
況
や
ら
遠
慮
の
な
い
学

一

F

一

一

一
谷
閤
姉
、
日
士
口
三
二
、
松
元
影
丸
、
鈴
木
目

の
顔
に
も
緊
張
の
色
を
漂
せ
て
、
こ
れ
が
一
会
総
会
を
期
し
て
北
陸
大
会
に
参
加
出
来

-
生
時
代
に
か
え
り
夜
の
更
く
る
の
も
忘
れ

一

一一

一

一

一

真
一

、
道
巌
、
井
上
久
男
、
斉
藤
寛
三
郎
官

私
の
母
校
に
対
す
る
最
後
の
御
家
公
と
決
一
な
か
っ
た
人
達
も
加
っ
て
卒
業
三
十
五
週

一
て
語
り
合

っ
た
。
特
に
当
日
は
遠
く
青
森

一

台

一

一

↑

渡

辺

一

二

、
古
川
忠
夫
、
上
原
竜
雄
、

-

意
の
様
を
み
せ
ら
れ
た
。

一
年
記
念
大
会
を
催
し
た
い
と
の
事
で
幹
事
一
の
梅
原
君
、
秋
田
の
五
味
君
が
遠
路
態
々

一

-

由
来
日
本
の
宴
会
は
酒
の
種

類

が
少

一
の
御
尽
力
に
よ
り
諸
君
に
案
内
状
が

き

一

参
加
さ
れ
、
来
る
三
十
七
年
全
国
大
会
を

-
l
il
-
-ぃ

;

記

)

一

。
然
し
そ
れ
を
補
う
の
に
歌
舞
音
曲
が
一
ら
れ
、
去
る
十
一

月
十

一
日
(
土
)午
後
四

一
東
北
に
於
て
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
て

一

一一

あ
り
、
又
時
と
処
と
を
選
ぶ
温
泉
に
つ
か
一
時
母
校
に
参
集
し
て
湯
河
原
に
向
う
。
湯
一
居
る
関
係
上
、
日
時
、
其
他
の
ス
ケ
ジ

ュ
一

更

生

会

一

つ
て
の
一
杯
は
や
は
り
旨
い
。
又
た
と
え
一

一

"
;
、
一

l
ル
を
打
合
せ
の
為
と
、
会
員
の
希
望
打

一

昨
年
十
一

月
十
二
日
の
夜
、
わ
が
更
生
E

酒
の
飲
め
な
い
人
で
も
酔
趣
は
解
す
る
。
一

昨
一
一
一

診

を

熱

心
に
な
さ
れ
今
迄
に
な
い
盛
会
な
一
会
は
山
下
羊
一
郎
君
の
お
世
話
で
き
め
た
-

時
の
た
つ
の
に
つ
れ
、
盃
の
ま
は
る
に
つ

一

亡

一

る
壬
成
会
を
や
り
た
い
と
の
熱
意
に
は
、

一
箱
根
強
暴
露
に
お
い
て
、
久
し
振
り
-

れ
、
席
は
乱
れ
、
眼
頭
は
上
り
、
そ
れ
か
一
寸
善

心
か
ら
感
謝
す
る
。

何
卒
全
国
の
会
員
諸

一
に
ク
ラ
ス
会
を
催
し
、
同
ホ
テ
ル
の
大
広
E

ら
席
を
変
へ
て
お
き
ま
り
の
二
次
会
、
外

孟
J

i

君
今
秋
は
万
障
繰
合
せ
御
参
加
下
さ
い
。

一
間
で
定
刻
の
五
時
半
か
ら
総
会
並
び
に
懇

吉

は
冷
い
雨
バ

三
次
会
に
出
か
け
た
の
は
?
一一

t
~

当
日
の
出
席
者

五

味
壮
、
梅
原
彰
、

一
親
会
を
行
っ
た
。
当
夜
の
風
景
は
欠
席
の

同

一
夜
明
け
れ
ば
又
現
実
に
戻

っ
て

し

ま

一

戸

{

場

鶴一俊
男
、
平
山
篤
、
片
山
忠
夫
、
浜
野

一
各
位
に
も
想
像
し
て
頂
け
る
と
思
う
が
、
『

ぅ
。
三
十
七
年
は
日
歯
会
長
の
改
選
、参
議

長

十

喜
太
郎
、
林
清
、
谷
間
輝
、
谷
本
聴
、
道

一
何
分
に
も
久
し
振
り
と
あ
っ
て
、
北
か
ら

台

院
選
も
あ
る
。

同
窓
会
員
諸
氏
ょ
、
中
井

一

位

巌
、
鈴
木
真
一

、
佐
々
木
敏
夫
、
日
吉
三
西
か
ら
来
会
し
た
諸
君
の
御
対
面
の
挨
拶
一↑

先
生
を
頭
に
水
道
橋
の
為
に
頑
張
ろ
う
。
一

一

!

三

、
石
原
臨
明
、
古
川
忠
夫
、
吉
川
初
太

一
は
『
誰
だ
っ
け
?
』
と
当
惑
し
な
が
ら
、
市

当
日
県
下
の
長
老
田
部
井
巴
之
八
先
生

一一

JV

郎
、
斉
藤
寛
三
郎

(斉
藤
記
)

一や

っ
と
思
い
出
し
『
あ
あ
お
前
か
!
』
で

一

が
「
祝
中
井
先
生
同
窓
会
長
就
任
」
と
揮
一

戸

{

壬
成
会
在
京
新
年

会

一

け

り

が

つ

く

と

云

っ
た
次
第
で
、
そ
れ
は

デ

奪
し
た
色
紙
を
寄
贈
さ
れ
、
そ
れ
に
参
会

一
山
積
‘

一
月
二
十

一
日
午
後
五
時
よ
り
上
野
山

一
な
ご
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
豪
華
な
宴
守

者
一
同
寄
せ
書
し
て
中
井
先
生
に
お
贈
り

一立一

下
に
て
催
す
本
年
度
全
国
大
会
は
十
月
二
一
会
の
後
、

一
室
に
会
し
て
、
昔
話
し
に
花
台

し
た
。

ご

u

十
一

日
、
二
日
、
三
日
の
紅
葉
の
時
期
に
一
ー
を
咲
か
せ
、
時
の
経
つ
の
も
知
ら
ず
と
い

君

当
日
の
参
会
者
は
次
の
通
り
で
あ
る

0
3

東
北
大
会

(十
和
田
湖
、
秋
田
方
面
)
を一

っ
た
と
こ
ろ
、

一
泊
し
て
十
三
日
の
朝
、
問

〉



@
二
海
会
発
足

昭
和
八
年
母
校
出
身
者
の
子
弟
が
入
学

さ
れ
る
と
自
然
に
本
会
の
会
員
と
な
る
の

で
す
。
と
い
う
わ
け
は
、
海
四
会
会
員
の

子
供
達
の
集
り
で
す
。
そ
の
第

一
回
を
昭

和
三
五
年
一
二
月
一
六
日
於
学
生
ホ
|
ル

一
長
尾
、
山
本
が
同
級
生
の
子
供
を
集
め
て

次
回
の
こ
と
の
申
合
わ
せ
を
し
、
こ
れ
か

一
夕
飯
を
共
に
し
た
。
そ
の
時
に
命
名
し
た

ら
は
再
々
会
合
す
る
こ
と
の
原
則
を
確
認

一
の
が
、
即
ち
↓
二
海
会
」
で
す
。
そ
の
時

し
た
。
こ
の
席
で
管
波
勇
君
か
ら
、
今
年

一
の
参
加
人
員
は
三
六
名
。

七
月
野
馬
追
い
の
頃
、
福
島
県
四
倉
で
、

一

そ
の
主
旨
は
、
私
共
が
地
方
へ
参
っ
た

み
ん
な
で
う
に
を
食
べ
て
大
い
に
楽
し
も

一
時
に
、
い
ろ
い
ろ
と
御
迷
惑
を
か
け
る
そ

う
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
是
非
そ
う
し
て

一
の
万
分
の

一
の
御
礼
の
意
味
と
、
母
校
に

同
アれ
と

一
同
の
賛
成
を
え
た
。
こ
の
お
世

一
勉
学
さ
れ
て
い
る
お
子
様
方
に
何
か
お
役

話
は
多
分
管
波
君
に

一
任
(
?
)
の
形
と
に
た
て
ば
と
の
:
:
:
事
で
あ
り
ま
す
。

な
ろ
う
が
、
御
期
待
し
て
頂
き
た
い
。

-

第
二
回
は
、
三
六
年
五
月

一
五
日
後
楽

当
日
の
山
席
者
は
ニ
寸
一
名

(写
真
後

一
園
ス
ポ
ー
ツ
・
グ
リ
ル
で
行
い
ま
し
た
。

列
左
か
ら
小
杉
、
盛
田
、
山
際
、
態
野
、

一
折
か
ら
上
京
さ
れ
て
い
た
鈴
木
貞
雄
君

井
上
F

長
)
、
時
田
、
桜
井
。
中
列
左
か
ら

一
(愛
知
県
海
美
町
)
の
特
別
参
加
が
あ
り

山
下
(
羊
)
、
今
西
、
江
藤
、
白
井
、
横
山

一
ま
し
た
。
こ
の
会
合
に
お
き
ま
し
て
、
本

大
越
、
大
久
保
、
宮
下
、
前
列
左
か
ら
坂

一
会
を
年
二
固
定
期
的
に
こ
れ
を
も
っ
て
、

野
、
北
村
、
前
回
、
高
橋
(
進
て

管
波
、

一
そ
の
う
ち

一
回
の
、
新
入
生
歓
迎
会
会
費

井
口
(
寿
)
)
。

一
は
、長
尾
、
山
本
が
も
ち
、あ
と
の
一
回
は

大
い
に
媛
り
き
っ
て
本
会
の
世
話
を
し

一
卒
業
生
送
別
会
と
し
て
、
学
生
諸
君
が
そ

て
い
た
山
下
(
又
)
君
御
実
兄
の
御
不
幸
れ
ぞ
れ
会
費
を
も
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

で
、
又
水
野
君
が
、
出
席
を
熱
望
し
て
お

一

近
々
第
三
回
の
会
合
を
開
き
ま
す
。
現

っ
た
の
に
神
経
痛
で
歩
行
さ
え
も
十
分
で

一
在
会
員
数
四

O
名
、
そ
の
他
医
局
に
二
名

な
い
と
て
欠
席
と
な
り
残
念
だ
っ
た
が
、

一
街
生
士
学
校
助
手
一
名
と
な
っ
て
お
り
ま

エ
ジ
プ
ト
、
ア
フ
リ
カ
欧
洲
の
旅
か
ら
帰

一
す
。
本
年
は
七
名
卒
業
の
予
定
で
す
。
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っ
た
ば
か
り
の
大
久
保
君
が
元
気
で
出
席

し
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
又
盛
田
(
秀
)

君
の
奥
さ
ん
と
お
子
さ
ん
二
人
と
の
御
家

族
四
人
連
れ
の
出
席
は
特
に
本
会
を
な
ご

や
か
に
し
た
。

次
回
は
皆
さ
ん
振

っ
て
出
席
し
て
下
さ

い。

(北
村
勝
衛
記
)

四

海

4
2
 

@
正
月
元
日
一
に
母
校

へ
針
谷
安
太
君

(夕

張
市
)
年
頭
挨
妙
に
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

正
月
三
日
、
河
原
武
男
君
(茨
城
県
)、

平
井
猛
君
(
小
樽
市
)
が
来
校
さ
れ
、
い
ろ

い
ろ
と
諮
り
会
い
ま
し
た
。

一
月
一
八
日
末
広
良
一
君
(
札
幌
市
)
臼

歯
会
の
歯
槽
膿
漏
症
指
導
者
講
習
会
へ
出

席
、
母
校
へ
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

。
小
坂
カ
君
の
長
女
、
吉
井
三
郎
の
長
女

さ
ん
方
が
、
近
々
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
誠
に
お
目
出
度
う
御
座
い
ま
す
。

何
か
「
ニ
ュ
ー

ス
」
が
お
り
ま
す
た
ら
、

委
員
長
宛
御
投
稿
下
さ
い
。

鹿

鳴

d色、

:n.-

鹿
鳴
会
会
員
の
皆
さ
ん
、
御
健
勝
で
新

春
を
お
迎
え
な
さ
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お

祝
い
申
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
ど
も
は
本
会
の
役
員
と
し
て

昨
年
は
、
鹿
鳴
会
会
報
第
十
五
号
を
卒
業

二
十
五
週
年
記
念
号
と
し
て
発
行
し
た
だ

け
で
、
肝
腎
な
記
念
ア
ル
バ
ム
は
少
数
会

員
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
甚
だ
遺
憾
な
が

ら
未
定
の
ま
ま
で
し
ま
い
、
い
ち
早
く
御

応
募
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
は
誠
に
申
訳

け
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
な
る

べ
く
早
め
に
完
成
す
べ
く
折
角
努
力
す
る

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
ま
だ
写
真
を
お
送

り
下
さ
ら
な
い
方
々
は
御
自
分
だ
け
の
写

真
で
結
構
で
す
か
ら
、
少
し
で
も
内
容
の

充
実
し
た
記
念
と
な
る
立
派
な
ア
ル
バ
ム

の
完
成
に
是
非
と
も
御
協
力
を
頂
き
た

く
、
再
三
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
申
上
げ

ま
す
。
次
に
昨
年
十
一
月
十
一
日
に
開
催

し
た
第
二
十
三
回
鹿
鳴
会
総
会
の
模
様
を

お
伝
え
し
ま
す
。
今
回
は
都
合
に
よ
っ
て

同
窓
会
の
前
日
、
午
後
六
時
よ
り
東
京
上

野
、
池
の
端
観
光
閣
(
本
会
と
し
て
は
二

度
目
)
で
開
催
し
ま
し
た
。

子
供
さ
ん
の

母
校
在
学
ま
た
は
入
試
受
験
準
備
の
た
め

も
あ
っ
て
、
久
方
振
り
に
相
い
見
る
珍
客

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
の
出
席
者
は
次

の
二
十
八
名

(地
方
別
・

ム
印
は
受
験

・

O
印
は
在
学
)

八
心
松
崎
孝
造
、
ム
佐
々
木
三
知
夫
、
O
市

之
川
正
二

(北
海
道
)
、
ム
高
橋
八
十
吉
、

G
岩
沼
至
(山
形
て

O
鈴
木
義
一
(
新
潟
)

木
村
慎
、
O
上
野
昭、
ム
竹
村
善
次
郎
(
茨

城
d

、
藤
尾
木
好
、

増
田
武
夫
、中
村
保
夫

高
木
圭
二
郎
、
O
小
野
武
夫
、
今
福
晴
夫

O
武
藤
十
郎
、
岡
本
伝
、
松
本
正
一

、
畠

栄
、
O
伊
丹
一
男
、
桑
名
真
幸
、
O
笠
井

久
之
、
A
U

高
市
章
、
木
村
吉
太
郎
(
東
京
)

茂
木
正
男
(千
葉
)、

河
村
三
省
、
O
市
川

潔
F

静
岡
)、

ム
山
脇
弘
戸岡
山
)
。

(木
村

吉
太
郎
)

堅

久

~ 
~ 

卒
業
二
十
周
年
総
会
は
案
内
通
知
の
如

く
、
十
一
月
十
二
日
午
後
三
時
よ
り
母
校

教
室
に
て
亡
き
友
三
十
九
名
の
慰
霊
祭
を

行
っ
た
。
故
榊
原
君
の
御
母
堂
が
お
忙
し

い
中
を
御
出
席
下
さ
れ
、
級
友
の
友
情
に

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
溝
上
教

授
を
お
招
き
し
て
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
溝
上
教
授
は
堅
久
会
諸
兄
の
益
々

健
闘
を
期
待
す
る
と
激
励
さ
れ
た
。
母
校

の
発
展
と
竪
久
会
の
活
躍
の
た
め
に
万
歳

を
三
唱
し
神
宮
の
森
に
別
れ
を
告
げ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
左
記
の
四
十
三
名
で
あ

る。
平
、
原
田
竜
、
大
島
、
畑
、
荻
野
、
清

藤
、
上
山、

水
野
、
遠
藤
、
矢
部
、
小
林

柳
沢
、
八
回
、
石
島
、
佐
藤
摩
、
朝
浪
、

国
凍
ド

F能
ド
淋
防
ド
伏
臥
恨
ド
順
同

r

草
谷
、
石
川、

渋
谷
、
岡
野
、
松
浦
、
石

井
、
山
崎
数
、
小
出
、
寺
田
、
滝
、
清
水

岩
並
、
小
川
渉
、
佐
久
間
、
内
山、

佐
藤

知
、
早
川、

甲
田
、
伊
藤
春
、
山
田
泰
、

山
田
穣
、
高
橋
。

会
費
な
ど
の
連
絡
は
佐
藤
知
也
君
宛
に

お

願

い

致

し

ま

す

。

(

高

橋

記
)

期

~ 
コヨE

〈
〉
大
寒
に
入
り
ま
し
た
ら
急
に
索
、
さ
が
厳

し
く
相
成
り
、
当
地
で
も
早
朝
に
は
相
当

気
温
が
低
下
致
し
ま
す
。
今
年
は
全
国
的

に
雪
が
多
く
、
北
海
道
、
東
北
地
方
で
の

寒
さ
は
格
別
か
と
存
じ
ま
す
が
、
同
地
方

の
諸
兄
に
は
呉
々
も
御
自
愛
下
さ
れ
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

。
昨
年
十
一
月
日
に
は
「
一
期
会
関
東
地

方
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
極

め
て
多
数
の
諸
兄
が
参
会
下
さ
れ
、
盛
会

裡
に
終
了
致
し
ま
し
た
こ
と
は
、
前
号
に

て
御
報
告
致
し
ま
し
た
。

〈
〉
さ
て

、
今
秋
に
は
「
卒
業
十
周
年
記
念

総
会
(第
十
四
一
期
会
こ
を
伊
香
保
温
泉

に
て
催
す
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
が
、

そ
の
具
体
的
記
念
事
業
と
し
て
予
定
さ
れ

て
い
る
「
一
期
会
だ
よ
り
」
の
発
行
と
「
記

念
ア
ル
バ
ム
」
の
編
集
に
つ
き
ま
し
て
は

諸
兄
の
絶
大
な
御
協
力
を
願
わ
な
け
れ

ば
実
現
困
難
と
な
る
こ
と
必
常
で
あ
り
ま

す
。
本
部
に
お
き
ま
し
て
は
近
く
役
員
会

を
聞
き
、
実
行
委
員
の
依
頼
等
、
具
体
策

を
練
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
今
後
か
か

る
意
味
で
諸
川
ん
に
も
度
々
御
連
絡
御
依
頼

等
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
節

に
は
何
卒
よ
ろ
し
く
御
協
力
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

。
昨
年
度
発
行
の
「
一
期
会
会
員
名
簿
」

に
つ
き
、
左
記
の
訂
正
、
変
更
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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O
相
田
英
孝
戸
電

)m無
(
口
四
三
)
同
一九
E
C

O
安
藤
学
{
住
)
赤
川
川
町
二
J
間
五
七

O
-士
山
じ
昭
典
(
勤
〕
情
畑
山
市
新
馬
場
町
福
山

繊
維
ピ
ル
二
階

O
中
川
平
士
口
(
住
)
新
潟
県
新
発
問
市
迫
手

先

山

一

九

大

塚

方

O
坂
田
二
一
必
(
住

J

新
片
町
一

J
=会

O
多
川
彬
(
勤
)
戸
川
山
】

J

武
蔵
野
(
む
回
ニ
エ
)

同
五
二
ハ
一

O
安
江
祐
二
f

電
工
夫
五
)
五
七
九
四

(見
明
記
)
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か
ね
て
よ
り
渡
米
中
で
あ
っ
た
今
西
孝

博
君
は
、
昨
年
十
二
月
初
旬
に
無
事
帰
京

さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
五
期
会
と
し
て
歓
迎
会
を
計
画

し
、
ス
ラ
イ
ド
等
を
拝
見
か
た
が
た
、
君

か
ら
の
ア
メ
リ
カ
生
活
の
色
々
を
お
聞
か

せ
願
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

東
京
近
辺
の
諸
君
に
は
奮
っ
て
御
参
加
下

さ
れ
ん
こ
と
を
お
願
い
い
し
た
ま
す
。

大
体
の
予
定
は
次
の
如
く
で
す
が
、
迫

っ
て
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
り
出
欠
を
決
定
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

場
所
上
野
「
わ
多
弁
」
電
三
一
三
三三一。

台
東
区
池
ノ
端
仲
町
五

日
時
二
月
十
七
日
(
土
)
午
後
六
時

な
お
、
当
日
は
第
一
五
六
回
東
歯
学
会

十
八
日
に
は
同
窓
会
の
例
会
が
学
校
に
て

催
さ
れ
ま
す
。

昭和37年2月5日

喜

...._ 
/¥ 

.6. 
ヨヨに

襲
、
さ
も
一
段
と
き
び
し
さ
を
加
え
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
諸
川
姉
に
は
益
々
、
御

健
康
で
家
事
に
御
多
忙
の
事
と
存
じ
ま
す

扱
て
、
本
年
、
六
喜
会
は
、
満
五
周
年

を
迎
え
る
事
に
な
り
、
今
さ
ら
な
が
ら
、

才
月
の
経
つ
早
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
五
周
年
を
記
念
致

し
ま
し
て
前
阿
総
会
で
決
め
ら
れ
ま
し
た

様
に
、
温
泉
に
ひ
た
っ
て
五
年
間
の
ほ
こ

り
を
落
し
、
昔
話
し
に
花
を
さ
か
せ
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
前
回
に
も
泊
し
て
多

数
御
山
府
下
さ
る
様
、
今
か
ら
御
願
い
し

ま
す
。
尚
、
御
同
作
で
も
結
構
で
す
が
会

費
は
併
制
以
上
を
い
た
だ
く
様
に
な
る
で

し
ょ
う
。
(
六
立
口
会
幹
事
一
同
)

遜

去

会

員

畑
中
林
之
助
氏
年
月
日
不
明

斎
藤
和
理
氏
支
二
一

、=一。

田

中

正

氏

年

月

日

不

明

甘

利

息

道

氏

言

、
回
、
九

糊

江

知

一

氏

支

、士一

大
川
内
元
治
氏
三
五

斎
藤
三
郎
氏
一
言
、
二

野

本

亮

介

氏

吾

、
一
、
ニ

吉
良
五
口
三
氏
ヨ
一
七
、
一
、
五

和

田

正

氏

支

、
回

松
宮
信
一
氏

Z

五二ニ
、
八

鈴
木
今
六
氏
一
一
一
七
、
=
、ニニ

渡

辺

孝

氏

但

一二一七
、
一、z
o

武
田
辰
郎
氏

ωヲ一七
、
一
、三

光
沢
健
雄
氏

ω吾
、
一、元

中
村
信
義
氏

8
Z
七
、
ニ
、
一

現
住
所
変
更

(敬
称
略
) 神香秋目盛村1神熊長港事[，島神北函愛

需川田黒岡市青本崎 需根青海館知
県 L良県区市県~ 県県区日~~ Y;t. 県道市 Y~l.

鈴大日帆(ム|日 7

木 橋高足舵村
~'Ó 康国 ノト 一一

治男雄五忠武

27 35 15 郎 1235
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級機一松Jtll福 郡
浜浜ノ戸立岡山
す市三市区若県 市
JL西 九日 千松若 虎
九区ノ暮住?松 丸
O宮三常仲ム市 町
六崎 O盤町五l界 九
九町六平二四町 二

四 回二 五デー
O 地 六丁

酒
匂
時
夫

詑

品
川
区
上
大
崎

一
ノ
七
六

八

(

怠
N
)

五

O
一
二

花
岡
畑
山
故
同
長
野
山
.
史
的
市
川
牧
立

4
一二

山
口
隆
英
訓
浜
松
市
佐
藤
川
六
九
九

山
口
悦
郎

M

茨
城
県
東
茨
城
郡
茨
城
町

奥
谷

佐
藤
俊
郎

路

線
山
内
区
仲
町
五
ノ
同
七
六

五

成
田
清
彦
お
江
戸
川
区
小
狩
町
内
ノ
一

ヒ一一
一
三
第
二
東
邦
会
館

二
十
号
室

3
2
)
一一一
一歪

加
藤
佐
紀
子
(
街
)
東
京
都
北
多
摩
郡
国
分

(旧
例
橋
本
)
寺
町
国
分
寺
五
五
二

同
光
夫
お
新
潟
市
流
作
場

一
七
六
八

ノ一

斎
藤
郁
郎

お

室
蘭
市
知
利
別
町
富
士
鉄

病
院
歯
科

蘇

欽

必

ロ
・
甲

台
湾
基
隆
市
仁
三
路
一

一
六
七

牧
野
健
お
大
田
区
商
千
東
町
七
八

山
尾
義
克什方

松
い
出
知
お
江
戸
川
区
下
篠
崎
町
一

O

五
六
下
篠
崎
歯
科
診
療

所

松
井
俊
志
お
中
野
区
天
神
町
三
八

川

口
太
郎
方

岡
田
太
一

日

敦
賀
市
相
生
町
二
二

η

太

郎

同

右

村
上
武
雨

時

岐
‘
阜
市
花
沢
町
一
ノ
一
五

(
4
)
O
四
八
八

松
山
茂
樹

部

世
田
谷
区
上
野
毛
町
二
八

〆

四

佐
古
田
松
次
(
ロ
)
神
戸
市
灘
区
鹿
ノ
下

通
一
ノ
一

的

場

勝

包
・
由

岡
山
市
大
供
表
町
二
ノ

三
九
七

森

昌

雄

札

幌

市

北

一

条

西

三

丁

目

日
通
病
院

高
橋
弘
子

羽

小
橋
市
錦
町
内
四

(旧
姓
橋
本
)

山
本
新
一

館
山
諒

一

室
蘭
市
和
利
別
町
一

O
五

お
釧
路
市
大
楽
毛
本
州
製

紙
K
K

図書館だより

左
に
列
記
し
た
も
の
は
最
近
同
書
館
で
購
入
し
た
専
門
占
の

一
部
で
す
。
こ
の
リ
ス
ト
は
逐
次
掲
出
帆
さ
れ
ま
叫
か

V
凶
』

u

録
と
し
て
御
使
川
に
な
れ
ば
御
便
利
か
と
存
じ
ま
す
。

第十四号

M
H

皮
市
川
科
泊

中

外

医

学

社

昭

二

一

六

金
竹
皆
也
歯
科
理
工
学
通
論

永

未

書

庖

問

-

二
七

片
桐
英
郎
他
編
生
化
学
説
出

口
を

微
生
物
の
生
化
学

E
8
を
医
学
の
生
化

学
E
4
巻
中
間
代
謝
の
化
学

I
ロ
を

泣
伝
比
絞
発
生
の
生
化
学

共
立
山
版

「
和

書

」

関
根
永
滋
根
管

の
処
山
上
在
日

本
歯
科
評
論
社

昭
三
六

前
装
鋳
造
冠
(
歯
科
写
真
文
庫
)

阪

歯

薬

出

版

昭

三

六

小
林
幸

男

抜

髄

医

歯

楽

出

版

間
三
六

村
神
神
経
科
編

同

中
沢
消

円
4
1
“

a-
日」
、

町
川

一二
J

ノ

質
疑
応
答
集
H
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「
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